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笑顔と元気あふれる住みよいまち 田布施

広 報 た ぶ せ

―餅つき（たぶせ苑）
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平
成
28
年

年
頭
の
あ
い
さ
つ

田布施町長　長信 正治

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
田
布
施
町
合
併
六
十
周
年
の
記

念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
「
絆
深
め
て
六
十
年　

と
も
に
未
来
へ　

田
布
施
町
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
、
町
を
あ
げ
て
諸
行
事
な
ど
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
式

典
で
は
、
六
人
目
と
な
る
田
布
施
町
名
誉
町

民
に
、
初
代
町
長
で
あ
る
吹
田
愰
氏
を
推
戴

し
、
名
誉
町
民
の
称
号
と
名
誉
町
民
章
を
授

与
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
と
し
て
も
、
麻
里
府
小
学
校
の

閉
校
、
「
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」、

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口

２
０
１
５
」
と
大
き
な
行
事
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
で
の
ア
テ
ン
ダ
ー

と
し
て
の
高
校
生
の
活
躍
、
「
合
併
六
十
周
年

記
念
式
典
」
で
の
受
付
・
案
内
係
等
と
し
て

の
中
学
生
の
お
も
て
な
し
で
み
ら
れ
た
将
来

の
田
布
施
町
を
支
え
る
若
い
力
の
活
躍
に
は
、

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
感
動
を
覚
え
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
田
布
施
町
と
し
て
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
私
に
と
っ

て
も
、
町
長
と
し
て
十
年
目
の
節
目
の
年
で

あ
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
新
春
を
迎

え
ま
し
た
。

　

行
政
面
で
は
、
庁
舎
問
題
な
ど
大
き
な
課

題
も
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
厳
し
い
社
会
経

済
情
勢
の
も
と
、
本
町
で
は
、
平
成
二
十
二

年
に
十
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
最
上
位
計
画

と
な
る
「
第
五
次
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
こ

の
中
で
、
ま
ち
の
将
来
像
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
「
笑
顔
と
元
気
あ
ふ
れ
る
住
み
よ
い
ま
ち

田
布
施
」
と
し
、
一
層
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
、
将
来
に
わ
た
る
健
全
で
安
定
し
た
財

政
運
営
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
度
、
二
十
八
年
度
か
ら
五
年
間

の
後
期
基
本
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
が
、

人
口
減
少
問
題
の
克
服
に
向
け
、
国
・
県
と

連
携
し
、
産
業
・
地
域
・
人
材
な
ど
の
活
力

創
出
を
目
指
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
」
い
わ
ゆ
る
地
方
創
生
総
合
戦
略
を
包
含
し

た
も
の
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
町
長
に
就
任
し
て
以
来
、
「
農
業
の

再
生
」、
「
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」、
「
健

康
づ
く
り
」、
「
住
み
良
さ
県
一
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
荒
廃
農
地
解
消
や
農

地
の
有
効
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
引
続
き

国
営
ほ
場
整
備
事
業
を
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
小
行
司
地

域
の
活
性
化
・
持
続
、
「
田
布
施
町
Ｉ
Ｊ
Ｕ
（
移

住
）
推
進
協
議
会
」
で
の
田
布
施
の
新
た
な
魅

力
の
発
掘
・
Ｐ
Ｒ
、
そ
し
て
、
県
内
大
学
な

ど
と
の
連
携
に
よ
る
若
者
の
町
（
県
）
内
定
着

や
、
都
市
と
農
山
漁
村
の
交
流
な
ど
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
・
防
災
対
策
の
充
実
や
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
交
通
安
全
対
策
、
地

域
防
犯
対
策
、
消
費
者
保
護
な
ど
に
つ
い
て

は
、
協
働
に
よ
る
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
よ
う
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
「
子

育
て
カ
フ
ェ
」
の
新
設
な
ど
家
庭
・
地
域
の

子
育
て
支
援
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
結

婚
に
対
す
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
町
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
町
民
の
健
康

維
持
・
増
進
の
健
康
づ
く
り
に
務
め
、
新
し

い
時
代
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み

を
整
え
な
が
ら
、
住
み
良
さ
が
実
感
で
き
る

よ
う
積
極
的
に
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
更
な
る

「
躍
進
」
の
年
と
し
、
笑
顔
と
元
気
あ
ふ
れ
る

魅
力
あ
る
田
布
施
の
実
現
を
目
指
し
て
全
力

を
尽
す
こ
と
を
お
誓
い
し
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

笑
顔
と

　

元
気
あ
ふ
れ
る

住
み
よ
い
ま
ち
に
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○
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
本

町
に
在
住
す
る
人

○
平
成
27
年
中
に
、農
業
や
営
業
、

不
動
産
、
配
当
、
譲
渡
な
ど
で

収
入
が
あ
っ
た
人
（
確
定
申
告

を
し
た
人
は
除
く
）

○
年
末
調
整
済
の
給
与
所
得
以
外

の
収
入
が
あ
っ
た
人

※
年
末
調
整
済
給
与
以
外
の
所
得

の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
場

合
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
が

必
要
で
す
。
20
万
円
以
下
の
場

合
は
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
町
県
民
税
の
申

告
が
必
要
で
す
。

○
収
入
が
公
的
年
金
、
恩
給
（
遺

族
年
金
を
除
く
）
の
み
で
、
年

金
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ

た
も
の
以
外
の
控
除
を
受
け
ら

れ
る
人

○
病
気
や
失
業
、
学
生
な
ど
で
、

収
入
が
無
か
っ
た
人

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

は
、
原
則
と
し
て
、
町
県
民
税

の
申
告
は
不
要
で
す
。

　

町
県
民
税
の
申
告
は
、
左
表
の

日
程
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ご

自
分
の
自
治
会
の
申
告
相
談
日

時
・
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
都
合
の
つ
か
な
い
人

は
、
２
月
16
日（
火
）か
ら
３
月
15

日（
火
）ま
で
に
町
役
場
１
階
会
議

室
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
（
土

日
を
除
く
）。

● 平成 28 年度町県民税申告相談日程
月　日 時　間 申告対象自治会等 申告会場

２／ 22（月）
  9:30 ～ 11:30 竹尾・大国木

真殿・中西 西田布施
公民館

13:30 ～ 15:30 岸田団地・西田布施・矢蔵

２／ 23（火）
  9:30 ～ 11:30

土井の内・塩坪・波野団
地（北 ･ 南）・雇用促進
上ゲ・八和田・配原・由免

東田布施
公民館

13:30 ～ 15:30 大波野中・大波野上

２／ 24（水）
  9:30 ～ 11:30 宿井・新宿井（1･2）

石の口・吉井・城南・瓜迫 城南公民館
13:30 ～ 16:00 西山・葛岡・川西・大田

２／ 25（木）
  9:30 ～ 11:30 奈良・竹重・三宅

麻郷福祉会館
13:30 ～ 16:00 新川・尾迫

２／ 26（金） 14:00 ～ 15:00 馬島 馬島集会所
２／ 29（月） 13:30 ～ 15:30 郷東・市明 小行司分館

３／１（火）
  9:30 ～ 11:30 助政・井神・地家・蓮輪

浜城・泊団地・麻郷団地 麻郷公民館
13:30 ～ 16:00 旭・高塔・鳥越・八海

３／２（水）
  9:30 ～ 11:30 戎ケ下・尾津（東 ･ 中 ･ 西）

見田団地 麻里府公民館
13:30 ～ 15:30 中郷・上組

３／３（木）
  9:30 ～ 11:30 天神・新町・本町・砂田

定井手・瀬戸 役場
１階会議室

13:30 ～ 16:00 中央南・名倉・石迫・長田

３／４（金）
  9:30 ～ 11:30 波野市・祇園・寿・一本松

長合 役場
１階会議室

13:30 ～ 16:00 御蔵戸・平田・木地
きじが丘

□
申
告
書
が
届
い
た
人
は
、
必
ず

そ
の「
申
告
書
」

□
印
鑑
（
認
印
可
）
お
よ
び
金
融
機

関
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

□
電
卓
・
ボ
ー
ル
ペ
ン

□
給
与
、
年
金
な
ど
の
あ
る
人
は

「
源
泉
徴
収
票
」

□
営
業
や
不
動
産
な
ど
の
事
業
を

し
て
い
る
人
は
「
平
成
27
年
中

の
収
入
・
支
払
い
の
わ
か
る
収

支
計
算
書
や
領
収
書
な
ど
」

□
医
療
費
控
除
は
「
支
払
っ
た
医
療

費
の
領
収
書
・
保
険
な
ど
で
補

填
さ
れ
る
金
額
の
明
細
書
」

□
生
命
保
険
料
控
除
は
「
生
命
保

険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
お
よ

び
介
護
医
療
保
険
料
の
支
払
証

明
書
」

□
地
震
保
険
料
控
除
は
「
支
払
保
険

料
の
証
明
書
」

□
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
は

「
登
記
簿
謄
本
、
住
民
票
の
写

し
、
売
買
契
約
書
、
住
宅
取
得

資
金
の
借
入
金
の
年
末
残
高
証

明
書
な
ど
」

□
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
人
は
「
保
険

支
払
証
明
書
」

町県民税の申告が始まります

□
国
民
年
金
を
支
払
っ
て
い
る
人

は
「
支
払
証
明
書
ま
た
は
領
収

書
」

□
障
害
の
あ
る
人
や
勤
労
学
生
に

該
当
す
る
人
は「
証
明
す
る
書
類
」

□
要
介
護
認
定
高
齢
者
（
65
歳
以

上
）に
係
る
障
害
者
控
除
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

健
康
保
険
課
が
発
行
す
る「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

※
税
務
課
職
員
の
多
く
は
申
告
会
場

に
出
向
き
ま
す
の
で
、
町
役
場
１

階
会
議
室
で
は
最
小
限
の
職
員
で

の
対
応
に
な
り
ま
す
。
で
き
る
か

ぎ
り
、
対
象
自
治
会
の
申
告
会
場

で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
申
告
会
場
で
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
も
受
け
付
け
ま
す
が
、

農
業
（
白
色
申
告
）
以
外
の
事
業

所
得
や
不
動
産
所
得
、
譲
渡
所

得
の
あ
る
人
は
税
務
署
で
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問税務課　☎ 52-5804

申告期限　３月 15 日（火）

『
申
告
が
必
要
な
人
』

『
申
告
に
必
要
な
も
の
』

『
申
告
会
場
な
ど
』
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　マイナンバー制度の開始により、１月から一部の手続きなどで
マイナンバー（個人番号）の記入が必要になります。
　マイナンバーは、公正・公平な給付と負担を図りながら、行政
の効率化と町民の皆さんの利便性向上を目的に、法律・条例で定
められた事務のみで利用されます。

担当課（係） 事務名 主な該当手続き 電話番号

総務企画課

（総務係）

事業者関係事務（税分野） 給与・報酬・料金・不動産使用料などの支払事務
52-5802

事業者関係事務（雇用保険分野） 資格取得・喪失届など

税務課

（課税係）

（資産税係）

地方税関係事務 償却資産に関する申告など 52-5804

町民福祉課

（児童係）

（福祉係）

児童手当支給事務 認定請求、額改定、現況届など

52-5810

（特別）児童扶養手当支給事務 認定請求、額改定請求、現況届、所得状況届など

保育園入園事務 保育料の賦課など

身体障害者手帳交付事務 交付申請、居住地変更届など

精神障害者福祉保健手帳交付事務 交付申請、記載事項変更届など

障害者自立支援医療費事務 支給認定申請、記載事項変更届など

障がい福祉サービス 支給申請、申請内容の変更届など

障がい児福祉サービス 通所給付決定の申請、給付費の支給申請など

障害児福祉手当

および特別障害者手当事務
認定請求、所得状況届など

補装具 補装具（購入・修理）支給申請など

戦没者等の遺族に対する特別弔慰金 請求

健康保険課

（保険年金係）

（介護保険係）

国民健康保険資格関係事務 資格の取得、喪失の届出など

52-5809

国民健康保険給付関係事務 各種給付の支給申請など

後期高齢者医療保険給付関係事務 各種給付の支給申請など

介護保険認定関係事務 要介護・要支援の認定申請など

介護保険給付関係事務 負担限度額認定申請など

建設課

（土木管理係）
住宅管理事務 申請、使用料の減額免除など 52-5807

※法改正などにより変更となる場合があります。

マイナンバーを利用する際には「マイナンバーの確認」と「本人確認」が行われます

　マイナンバーを利用する際には、個人番号が記載された書類による「マイナンバーの確認」と、手続きを
行う人の「本人確認」が義務付けられているため、上記の手続きではこれらの確認が行われます。
　詳細は、手続きを行う担当課にお問い合わせください。

■個人番号カードを持っている場合
　個人番号カード
■個人番号カードを持っていない場合
・マイナンバーの確認
　通知カードまたは個人番号付きの住民票
・本人確認
　運転免許証またはパスポートなど、公的機関が発行した顔写真入りの書類
　または保険証・年金証書など顔写真のない書類 ２点

マイナンバーに関するお知らせ

マイナンバーが
必要になる手続きを

まとめました

確認に
必要な

ものは？



広報たぶせ No.952５

マイナンバー
（個人番号カード）の

「通知カード」を
受け取られましたか？

　田布施町では、平成 27 年 11 月３日以降、マイナンバー（個
人番号）をお知らせする「通知カード」が住民登録上の住所地
に書留郵便で送付されました。
　書留郵便を受け取れなかった人や、住民登録上の住所（田布
施町内）にお住まいでないため配達できなかった人の「通知カー
ド」は、田布施町役場で保管しています。
　「通知カード」は大変重要な書類ですので、必ず受け取り、
大切に保管してください。お手元に届いていない人は、田布施
町役場町民福祉課にご連絡ください。
※保管期間（平成 28 年３月 31 日）が過ぎると再交付の手続き
　が必要となり、有料になりますので、ご注意ください。

■本人または同一世帯員の受け取り
　町民福祉課住民係に本人確認書類（※下記参照）をご持参ください。

■代理人の受け取り
　委任状と本人および代理人の本人確認書類をご持参ください。
　委任状の様式は決まったものはありませんが、必要事項（通知カードの受け取りを委任する旨、役

場に来られない理由、本人および代理人の住所・氏名）をご記入いただき押印ください。

■書留郵便による受け取り
　役場に来られない人で代理人を立てられない人には、居所登録（※）をしていただいたうえで、そ

の居住地に通知カードを送付します。
　町民福祉課住民係に備え付けの指定の用紙に施設・病院などの証明を受けて、現在お住まいの住所

と氏名、生年月日などをご記入、押印のうえ、本人確認書類（写し）を添えて、町民福祉課住民係
まで郵送などでお届けください。

　（※居所登録…入院先などを居所として登録することで、入院先などで通知カードを受け取ることができます。）

■１点でよいもの（写真付きのもの）
・運転免許証（有効期限内）
・住民基本台帳カード
　（有効期限内・運用中・写真付き）
・パスポート（有効期限内）
・運転経歴証明書
　（平成 24 年４月１日以降交付のもの）
・身体障害者手帳
・精神障害者保健福祉手帳
・療育手帳
・在留カード　　　　　　　　　　など

■２点必要なもの
・健康保険証
・各種年金証書
・医療受給者証
・預貯金通帳
・学生証
・民間企業の社員証など
　写真付きでないもの
・海技免状・電気工事士免状
・無線従事者免許証
・動力車操縦者運転免許証
・船員手帳
・戦傷病者手帳　　　など

本人確認書類は個人番
号カードをお受け取り
になるときとは条件が
異なりますので、ご注
意ください。

　通知カードの受け取りで必要となる本人確認書類　

通知カードの受け取り
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②
計
算
誤
り
な
し
、
③
郵
送
な
ら
待
ち
時
間

な
し
で
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。

■
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.nta.go.jp/

● 

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）に
つ
い
て

　

平
成
27
年
分
の
確
定
申
告
書
に
は
、
個
人
番
号

（
12
桁
）
の
記
載
は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
書
へ
の
個
人
番
号
の
記
載
は
、
平

成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
か
ら
必
要
と
な
り
ま
す
。

● 

復
興
特
別
所
得
税
の

　
　
　

記
載
漏
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま
で
、
復
興

特
別
所
得
税(

原
則
と
し
て
各
年
分
の
所
得

税
額
の
２
．
１
％)

を
所
得
税
と
併
せ
て
申

告
・
納
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
確

定
申
告
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、「
復
興

特
別
所
得
税
額
」
欄
の
記
載
漏
れ
の
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
還
付
申
告
の
人

を
含
め
、申
告
さ
れ
る
全
て
の
人
に
つ
い
て
、

記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

所
得
税
の
確
定
申
告
は

 
正
し
く
書
い
て
お
早
め
に 

▽ 

申
告
の
相
談

●
期
間

　

２
月
16
日
（
火
）
～
３
月
15
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
日
を
除
く
）

　
※
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

●
場
所

　

光
税
務
署
（
光
市
虹
ヶ
浜
３
‐

　10
‐
１
）

所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
・
贈
与
税

３
月
15
日
（
火
）

消
費
税
・
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）

３
月
31
日
（
木
）

▽ 

申
告
・
納
付
期
限

問
光
税
務
署

　

☎
０
８
３
３
‐
71
‐
０
１
６
６

● 

申
告
書
の
作
成
は
、
便
利
な

　

 「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で

　

確
定
申
告
期
間
中
の
申
告
会
場
は
、
大
変
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
申
告
書
は
、
ご
自
分
で
作

成
さ
れ
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ま
た
は
郵
送
な
ど
に
よ

り
提
出
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
、
書
面
で

提
出
す
る
場
合
に
は
、①
24
時
間
利
用
可
能
、

花婚パーティー

◇日時　２月７日（日）
　　　　午後 12 時 30 分～午後４時 40 分（受付：正午～）
◇場所　柳井市都市農村交流施設「ふれあいどころ 437」
　　　　（柳井市日積 4150-1）
◇参加費　男性　6,000 円 ／ 女性　3,000 円
◇募集人数　男女各 15 人
◇内容
　県産の花を使ったフラワーアレンジ体験や県産食材

を活かしたバイキングを堪能できる婚活パーティー
◇申込締切　２月１日（月）
※応募者多数の場合は、申込締切後に抽選となります

が、締切前であっても募集を打ち切る場合がありま
す。結果につきましては、抽選後ご連絡いたします。

◇主催
　らくよりドットコム（やまぐち結婚応援団）、やま

ぐちの農林水産物需要拡大協議会、柳井・大島地域
「地産・地消」推進会議

◇後援　柳井地区広域行政連絡協議会
◇申込方法
　サイト（http://rakuyori.com）にアクセスし、専用

フォームから申し込む　　
※電話での受付は行っておりません。

サザンセトカップリングパーティー
in周防大島

◇日時　１月 23 日（土）
　　　　午後７時～午後９時（受付：午後６時 30 分～）
◇場所　周防大島町  竜崎温泉
◇参加資格
・男性　20 歳～ 45 歳の独身者で柳井地域（柳井市・
　　　　周防大島町・上関町・田布施町・平生町）に
　　　　お住まいの人
・女性　20 歳～ 45 歳の独身者（住所は問わない）
◇参加費
　男性・女性 各 3,000 円（軽食・フリードリンク付き）
◇募集人数　男女各 20 人
◇内容　瀬戸の花嫁「鍋婚」
◇申込締切　１月 21 日（木）
※応募者多数の場合は、申込締切後に抽選となります

が、締切前であっても募集を打ち切る場合がありま
す。結果につきましては、抽選後ご連絡いたします。

◇主催　柳井地区広域行政連絡協議会
◇協力　（一社）周防大島観光協会
◇申込み・問合せ先
・周防大島町役場  政策企画課　☎ 74-1007
・（一社）周防大島観光協会　☎ 72-2134
　mail：mail@suo-oshima-kanko.net

参 加 者 募 集 ！
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　保健センターだより　
健
康
づ
く
り

推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

冬は特に注意！ノロウィルス
問保健センター　☎ 52-4999

■ノロウイルスによる胃腸炎とは？

　ノロウイルスは手指や食品を介して、口から身体に入り感染し、体内で増殖し、おう吐、下痢、腹痛、
発熱を起こします。子どもやお年寄りは重症化することがあります。

★
豚
バ
ラ
肉
の
酢
豚
★

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
ス
タ
ミ
ナ
レ
シ
ピ
で
す
。
ひ
き
肉
の
代
わ
り
に
バ
ラ
肉

を
使
う
こ
と
で
、
食
感
が
よ
り
楽
し
め
ま
す
。
早
食
い
傾
向
の
人
は
、
噛
む

回
数
が
増
や
せ
て
一
石
二
鳥
！

黒
酢
の
コ
ク
と
肉
の
旨
味
が
と
て
も
合
う
一
品
で
す
。
今
夜
の
お
か
ず
に
ど

う
で
す
か
？

作
り
方

①	

豚
肉
を
５
㎜
に
ス
ラ
イ
ス
し
、
Ⓐ
で
下
味
を
つ
け
る
。

②	

Ⓑ
を
①
に
混
ぜ
込
む
。

③	

パ
プ
リ
カ
と
ピ
ー
マ
ン
は
、
乱
切
り
に
す
る
。

④	

Ⓒ
を
鍋
に
混
ぜ
合
わ
せ
て
お
く
。

⑤	

②
を
小
さ
な
団
子
状
に
し
て
、
片
栗
粉
を
ま
ぶ
す
。

⑥	

１
７
０
℃
の
揚
げ
油
で
⑤
を
揚
げ
、
③
も
油
通
し
す
る
。

⑦	

④
を
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
て
軽
く
ト
ロ
ミ
を
つ
け
、⑥
を
入
れ
て
絡
ま
せ
る
。

１人分の栄養価
エネルギー…409kcal
たんぱく質…12.1g　脂質…27.1g
カルシウム…10mg　塩分…1.5g

材
料（
４
人
分
）

Ⓐ

豚バラ肉　　　　　　　　  300g
　パプリカ（黄）　　　　  1/2 個
　パプリカ（赤）　　　　  1/2 個
　ピーマン　　　　　　　　１個
　醤油 　 　　　　　　 大さじ１
　ごま油  　　　　　　 小さじ１
　片栗粉  　　　　　　 大さじ２
　小麦粉  　　　　　　 大さじ２
　水 　 　　　　　　 　   少々
　黒酢 　 　　　　　　 大さじ４
　砂糖 　 　　　　　　 大さじ６
　醤油 　 　　　　　　 大さじ１
　ケチャップ  　　　　 大さじ１
　水　 　 　　　　　　 大さじ２
片栗粉　　　　　　　　　　適量
揚げ油　　　　　　　　　　適量

■予防方法

   手洗い
　帰宅時、調理前、食事の前、トイレの後などは、

必ず流水、石けんで手洗いをしましょう。

   おう吐物などの処理
　感染者のおう吐物などには、ノロウイルスが大量

に含まれています。わずかな量のウイルスが入っ
ただけで容易に感染します。取り扱いに注意しま
しょう。

①使い捨てのマスクや手袋、エプロンを着用します。
②ペーパータオルなどで静かに拭き取り、その後お

う吐物などがあった場所を中心に消毒します。

　ノロウイルスによる胃腸炎や食中毒は、冬場に多発します。ノロウイルスは強い感染力を持ち、人の身
体に入るとおう吐や下痢、腹痛、発熱などを起こします。ノロウイルスに関する正しい知識を持って、しっ
かりと予防しましょう。
　おう吐や下痢、腹痛、発熱などの症状がある場合は、早めに医療機関を受診しましょう。

※
献
立
提
供　

朝
日 

美
津
子  

先
生

Ⓑ

Ⓒ

　消毒は、家庭用漂白剤（次亜塩素酸ナトリウム含
む塩素系消毒剤）を 200 倍程度に薄めたもので
代用できますが、必ず漂白剤の表示を確認して使
用ください。

③拭き取ったおう吐物や手袋などはビニール袋に密
封して廃棄しましょう。

   食品の取り扱い
　加熱が必要な食品は、中心部までしっかり加熱し

ましょう。( 中心温度 85℃で１分以上 )
　おう吐や下痢がある人は、食品を直接取り扱うこ

とを避けましょう。
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Tabuse
Town News

12/ １ 税に関する表彰が行われました
　『中学生の税についての習字・作文』で、田布施
中学校の生徒が受賞しました。
　受賞内容は下記のとおりです。
◇山口県議会議長賞
　河内優奈さん（２年）　習字「確定申告」
◇光税務署管内納税貯蓄組合連合会会長賞
　中村瑞希さん（３年）　習字「郷土を作る税」
◇公益社団法人光・熊毛法人会会長賞
　中谷希美さん（１年）　作文「税をはらうこと」

東小 PTCA 文部科学大臣表彰
　「地域による学校支援活動」が評価され、東田布
施小学校PTCAプロジェクトが文部科学大臣表彰
を受賞しました。
　同プロジェクトでは、PTCA放課後教室（囲碁・
手品・習字・グランドゴルフ・手芸）をはじめ、
大波野ホタル観察会、田植え・稲刈りの教室など、
児童と保護者、地域、学校関係者が連携した活動
を行っています。

12/ ３

11/27 ちびっこたちの楽しいひととき
　西田布施公民館で、『ちびっこまつり』が行われ
ました。
　会場では、アスレチック遊び、写真撮影と手形
押し、絵本の読み聞かせ、アンパンマン体操、４
カ月児の写真展などさまざまなコーナーが設けら
れ、子どもたちは元気に遊んでいました。また、
お父さんやお母さんも周囲の人たちとコミュニ
ケーションを取りながら、楽しい時間を過ごして
いました。

麻里府小・中学校跡地記念碑が完成
　麻里府グラウンドに旧麻里府小・中学校の跡地
記念碑が設置され、除幕式が行われました。
　この記念碑は、「今後、グラウンドを使用する
人々に石碑を見てもらい、麻里府小・中学校を思
い出してほしい」という、『麻里府小学校 跡地を
考える会』のみなさんの思いから設置されました。
　記念碑の背面には、麻里府小学校と麻里府中学
校の開校・閉校・統合年が刻まれています。

12/13
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11/25 地域交流館  『直売所甲子園』優秀賞
　全国の農産物直売所の日本一を決める『直売所
甲子園2015』で、田布施地域交流館が２大会連
続となる優秀賞を受賞しました。
　田布施地域交流館の皆さんは、「今後は、町内
の農家の皆さんと協力し合って生産体制を整える
と同時に、身体に良い " たぶせ健康野菜 " を消費
者の皆さんに提供して、健康な生活を食から応援
できるよう努力を続けていきます。」と、これから
の意気込みを話されていました。

神和工業社員が山口マイスター認定
　神和工業の好村紀

のりふみ

文さんが山口マイスターに認
定され、町長に報告に訪れました。
　山口マイスターとは、ものづくりの分野におい
て優れた技能を持ち、次世代の技能者育成に意欲
がある人を認定するものです。
　好村さんは、さまざまな技能資格を積極的に取
得することで知識や技能を磨き、自らが模範とな
りながら若手育成に取り組んでいることなどが評
価され、今回の受賞となりました。

防犯パトロール隊  文部科学大臣表彰
　田布施防犯パトロール隊（銭谷忠義隊長 以下232
人）が文部科学大臣表彰（奨励賞）を受賞しました。
　同隊は５支部隊を編成し、登下校の子どもの見
守りをはじめ、青色パトロールカーでの校区内の
巡回、通学路危険マップの作成、児童の不審者対
応訓練の指導などを行っています。
　今回は、学校教育の安全・安心な実施に貢献す
る優れた団体として評価され、受賞となりました。

12/ ３

11/25

椎名誠さんが田布施町で講演
　商工会館サリジエで、椎名誠 講演会『風景がお
しえてくれたこと』が行われました。
　椎名さんは、旅などで体験したことや感じたこ
とをおもしろく、分かりやすく語られ、町内外か
ら集まった観客が真剣に耳を傾けていました。
　また、12月８日（火）～ 20日（日）には田布施図
書館で展示企画も行われ、椎名さんの貴重な資料
などが並びました。

12/13
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　昨年、母校の田布施西小学校の公開講座で、青年海外協力隊に参加
したときの講話をされた吉賀康子さん。新年にあたり、自分の人生を
どう生きるか、志を持ち、着実に目標に向かって歩んでおられる吉賀
さんの思いを語っていただきました。

今夢中になっていること、
生きがい、思い。

　

私
は
子
供
の
こ
ろ
か
ら
「
発
展
途
上

国
の
人
た
ち
の
た
め
に
何
か
し
た
い
。」

と
い
う
思
い
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
や
本
で
戦
争
や
貧
困
で
苦
し
む

人
々
の
存
在
を
知
っ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
ん
な
思
い
が
叶
い
、
２
０
１
３
年

か
ら
２
０
１
５
年
３
月
ま
で
の
２
年

間
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
ア
フ
リ

カ
・
ル
ワ
ン
ダ
と
い
う
国
で
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

ル
ワ
ン
ダ
に
は
、
１
９
９
４
年
の
内

戦
で
、
家
族
や
友
人
な
ど
大
切
な
人
を

亡
く
し
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ま

た
、
体
と
心
に
大
き
な
傷
を
負
い
な
が

ら
生
活
し
て
い
る
人
が
、
私
の
回
り
に

も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　
「
私
は
内
戦
で
家
族
全
員
亡
く
し
た

の
よ
。」「
両
親
を
内
戦
で
亡
く
し
て
、

養
護
施
設
で
育
っ
た
ん
だ
。」そ
ん
な
告

白
を
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が
い
た
り
、

「
内
戦
で
切
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
、
今
で

も
痛
む
ん
だ
。」と
、
自
分
の
体
を
見
せ

て
く
れ
る
人
も
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
戦
争
を
知
ら
な
い
私
に

と
っ
て
、本
当
に
大
き
な
衝
撃
で
し
た
。

そ
し
て
こ
の
時
、
た
だ
彼
ら
の
声
を
聞

く
こ
と
し
か
で
き
な
い
自
分
が
本
当
に

情
け
な
い
思
い
で
し
た
。

　

現
在
ル
ワ
ン
ダ
で
は
、
人
々
が
内
戦

で
受
け
た
傷
を
乗
り
越
え
て
生
き
て
い

け
る
よ
う
に
、
内
戦
の
加
害
者
と
被
害

者
の
人
々
の
和
解
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
、
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
る
人
々
の

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
活
動
を
目
の
当
た
り
に
し
、

私
も
い
つ
か
、
戦
争
や
災
害
で
ト
ラ
ウ

マ
を
負
っ
た
人
た
ち
の
ケ
ア
に
携
わ
り

た
い
と
い
う
、
新
た
な
目
標
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
の
目
標
に
近
づ
い
て
い
け
る
よ
う

真殿自治会　吉賀  康子

右
上
ロ
ゴ
：
生
涯
学
習
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
マ
ナ
ビ
ィ
」

　
　
　
　
　

デ
ザ
イ
ン
…
石
ノ
森
章
太
郎

No.279

もっと成長した自分に
なっていたい。

に
、
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
も
っ
と
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

２
年
間
、
何
度
も
ル
ワ
ン
ダ
の
人
々

の
や
さ
し
さ
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
大

切
な
友
達
や
家
族
も
で
き
ま
し
た
。
今

度
ル
ワ
ン
ダ
に
帰
る
と
き
は
、
た
だ
彼

ら
の
声
を
聞
い
て
い
る
だ
け
の
存
在
で

は
な
い
、
も
っ
と
成
長
し
た
自
分
に

な
っ
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
ま
た
新
た
な
気
持
ち
で
、

そ
ん
な
目
標
に
向
か
っ
て
、
少
し
ず
つ

進
ん
で
い
き
ま
す
！

（上）ルワンダの仲間たちとともに撮影
（下）養豚場の様子
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12
月
３
日
（
木
）、「
ど
う
か
か
わ
っ

て
い
い
の
？
最
近
の
子
ど
も
た
ち
」
と

い
う
演
題
で
、
子
ど
も
と
の
望
ま
し
い

か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
、
上
関
町
地
域

協
育
ネ
ッ
ト
統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
岩
木
和
美
先
生
に
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
放
課
後
子
ど
も
教
室
や
学

校
支
援
の
関
係
者
な
ど
40
人
の
参
加
者

に
対
し
、
分
か
り
や
す
い
ご
教
示
・
ご

提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】　　
　
　
　

 

・
こ
ち
ら
か
ら
進
ん
で
子
ど
も
た
ち
に

声
を
か
け
、
積
極
的
に
か
か
わ
り
を

も
つ
。

・
活
動
す
る
時
の
服
装
は
、
子
ど
も
が

安
心
感
を
抱
く
よ
う
な
服
装
が
よ
い
。

・
子
ど
も
の
よ
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
、

ほ
め
る
こ
と
が
大
切
。

・
異
年
齢
集
団
で
は
、
上
学
年
の
子
に

役
割
を
与
え
つ
つ
、
で
き
た
こ
と
は

認
め
て
ほ
め
、
自
己
有
用
感
を
味
わ

地
 域

 協 育 ネ ッ ト

教育支援員等
スキルアップ研修会

を行いました！

わ
せ
る
。（
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
）

・
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
安
心
感
を
醸
成

し
、
心
の
距
離
を
縮
め
る
。

・
会
話
が
ふ
く
ら
み
を
帯
び
る
よ
う
な

話
題
提
示
や
問
い
か
け
方
を
心
が

け
る
こ
と
。

　

例
：「
大
人
に
な
っ
た
ら
何
に
な
り

た
い
？
」「
そ
れ
、
ど
う
や
っ
た
ら
な

れ
る
ん
？
」

・
ア
メ
と
ム
チ
、
め
り
は
り
が
必
要
。

　
（
放
課
後
子
ど
も
支
援
活
動
に
は
危

険
を
伴
う
も
の
も
あ
り
、
こ
の
雰
囲

気
づ
く
り
が
大
切
）

・
徹
底
は
大
切
な
こ
と
だ
が
、
気
長
に

取
り
組
む
こ
と
。

　

─
─
今
、
言
い
聞
か
せ
た
こ
と
が
、

す
ぐ
に
は
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も
。

            

　

岩
木
先
生
の
お
話
を
生
か
し
、
今

後
、
放
課
後
教
育
支
援
活
動
の
さ
ら
な

る
発
展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

田
布
施
町
内
で
地
面
を
掘
る
土
木

工
事
・
解
体
工
事
・
建
築
工
事
（
個

人
住
宅
工
事
を
含
む
）
な
ど
を
行
う

場
合
、
そ
の
場
所
が
周
知
の
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
（
遺
跡
）
に
該
当
す
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。（「
埋
蔵
文
化
財
」
と
は
、
住

居
跡
や
古
墳
の
よ
う
な
地
面
に
築
か

れ
て
い
る
「
遺
構
」
と
、
土
器
や
石

器
と
い
っ
た
「
遺
物
」
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。）

　

工
事
予
定
場
所
が
、
周
知
の
埋
蔵

文
化
財
包
蔵
地
の
範
囲
内
に
あ
る
場

合
、文
化
財
保
護
法
93
条
に
基
づ
き
、

工
事
着
手
60
日
前
ま
で
に
「
埋
蔵
文

化
財
発
掘
届
出
書
」
を
田
布
施
町
教

育
委
員
会
を
経
由
し
て
山
口
県
教
育

委
員
会
に
提
出
し
、
指
示
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 シリーズ⑧

文
化
財

問
社
会
教
育
課

　
　
　

文
化
財
調
査
室

　

☎
25
‐
３
１
８
５

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

■
地
面
を
掘
る
土
木
工
事
な
ど

・
家
を
建
て
る
と
き

　

家
の
基
礎
、
浄
化
槽
な
ど

・
旧
家
屋
の
解
体

・
地
盤
改
良

　

工
事
の
予
定
箇
所
が
「
周
知
の
埋

蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
の
範
囲
内
か
ど

う
か
は
、
田
布
施
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
文
化
財
調
査
室
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

　

～
遺
跡
の
あ
る
場
所
で
工
事
を
す
る
と
き
は
、
届
出
が
必
要
で
す
～

郷
土
館

田

布

施

町

思
い
出
の
写
真

パ
ネ
ル
展
開
催

　

田
布
施
町
郷
土
館
に
て
、
思

い
出
の
写
真
パ
ネ
ル
展
を
開
催

し
ま
す
。

　

昨
年
合
併
60
年
を
迎
え
た
、

田
布
施
町
の
歴
史
に
触
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　

１
月
22
日
（
金
）

～
２
月
28
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
休
館
日
を
除
く
（
月
曜
日
、

祝
日
が
月
曜
日
の
場
合
は
そ

の
翌
日
）

◇
場
所　

田
布
施
町
郷
土
館

◇
入
場
料　

無
料

◇
問
合
せ
先

・
田
布
施
町
郷
土
館

　

☎
52
‐
２
６
２
０

・
総
務
企
画
課  

企
画
係

　

☎
52
‐
５
８
０
３
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小
藤　

淳
子

國
本
英
智
郎

山
口　

綾
子

石
田　

帝
児

藤
井
千
恵
子

１月の
休館日

 

絵
本 

 

一
般 

図
書
館
へ

行
こ
う
。

もう一冊。

2016　１/ ８号　

毎週月曜日・祝日
祝日振替　12 日（火）
月末整理日　31 日（日）

肩
の
荷
は
重
い
け
ど　

ま
ず
一
歩
踏
み
出
そ
う

だ
ん
だ
ん
と
モ
ノ
ト
ー
ン
に
な
っ
て
い
く　

風
景

ど

こ

に

も

行

け

な

い　

廃

校

の

金

次

郎

像

花

の

名

前

が

思
い
出

せ

な
い
ま

ま　

夢

の

中
へ

夕

暮

の

そ

こ

だ

け

明

る

い　

鈴

な

り

の

柿

　
　
　
　

短
歌

か
両

親

ぞ
い
ろ
の
齢

よ
わ
い

を
超
え
て
手て

び

さ

し庇
の

　
　

沖
の
姫
島
裳も

す

そ裾
を
見
せ
る	

久
保　
　

敬

石
に
腰
お
ろ
し
な
が
ら
に
鯛
焼
き
の

　
　

温
き
を
ば
並
び
て
食
め
り	

岡
本
ま
さ
子

二
つ
三
つ
ヒ
ト
ラ
つ
つ
じ
の
返
り
花

　
　

暮
れ
ゆ
く
道
に
淡
き
紫	

藤
田　

京
子

一
本
の
ド
ラ
イ
バ
ー
操
り
電
機
屋
は

　
　

鼻
歌
ま
じ
り
に
レ
ン
ジ
を
直
す	

城　
　

恭
子

残
る
の
も
散
る
の
も
力
い
ち
ょ
う
樹
の

　
　

力
限
り
の
黄
葉
仰
ぐ	

吉
村　

恭
子

周
防
一
夜
会

　
　
　
　

喜
生
句
会

心
根
を
支
え
て
癒
す
冬
薔そ

う

び薇	

國
近　

菊
枝

漁
師
小
屋
呑
み
込
む
ご
と
く
冬
の
海	

田
邊
留
美
子

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
枯
葉
に
よ
ふ
て
夜
の
町	

今
井
貴
代
子

意
に
添
わ
ぬ
こ
と
も
ま
る
め
て
懐

ふ
と
こ
ろ
で手	

石
永
美
智
子

京
菓
子
の
匣
に
小
春
日
入
れ
て
お
く	

片
山　

淳
子

『幸せはあなたの心が決める』
　　　　　　　  　　渡辺 和子  著
思い通りにいかない時こそ自分らし
さを輝かせる道がある。人を許した
時、許した人は自由になる。失った
ものではなく、得たものに目を向け
ていきよう―。ノートルダム清心学
園理事長の著者が贈る、生きる指針。

問田布施図書館　☎ 52-2288
　HP　　  http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
　E-mail　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

キ
ッ
ズ
ペ
デ
ィ
ア
　
世
界
遺
産	

小
学
館

あ
ま
の
じ
ゃ
く
に
か
ん
ぱ
い
！

	

宮
川
　
ひ
ろ

い
ち
ば
ん
の
な
か
よ
し
さ
ん

	

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル

ぬ
い
ぐ
る
み
の
ミ
ュ
ー	

い
も
と
よ
う
こ

よ
る
の
と
し
ょ
か
ん
だ
い
ぼ
う
け
ん

	

村
中
　
李
衣

５歳の時に、急性骨髄性白血病の手術を
うけた。それから５年間再発しなければ、
ずっと生きられるっていわれた。そして
ついに、５年がたち…。病気をのりこえ
た実在の女の子のお話。本人が描いた絵
本も収録。

地
方
創
生
実
現
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

日
経
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

毎
日
お
い
し
い
豆
レ
シ
ピ	

堤
　
　
人
美

エ
コ
に
楽
し
む
お
掃
除
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

	

主
婦
と
生
活
社

人
魚
の
眠
る
家	

東
野
　
圭
吾

ユ
ー
ト
ピ
ア	

湊
　
か
な
え

天
下
人
の
茶	

伊
東
　
　
潤

『わたし、がんばったよ。』
　　　　　　　　　  岩貞 るみこ  え

おしゃべり箱おはなしの会
１月23日（土）  午前10時30分～
図書館２Ｆ講座室

アメリカ各地、かつて住んだギリシャ、長
編小説の舞台フィンランド、ラオス、そし
てなぜか熊本…。村上春樹が訪れた世界の
いろいろな場所について綴った紀行文集。

句
俳

短
歌

『ラオスにいったい
　何があるというんですか？』
　　　　　　　　　　村上 春樹  著

 イ ベ ン ト 
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月～金曜日　8:30 ～15:30
（ 昼　休　み　　12:15 ～13:15 ）

土　曜　日　8:30 ～13:30

おんとも
子育て支援センター

柳
井
警
察
署
だ
よ
り

問
☎
23
‐
０
１
１
０

　

 http://w
w

w
.police.

　
　
　

pref.yam
aguchi.jp/

　
　
　
　
　

1040/index.htm

　シートベルト・チャイルドシートは万が一の際、事故の被害を最小限に
抑えてくれる、まさに「命綱」です。

※園の行事のため、
　１月 30 日（土）・２月６日（土）はお休みします。

◇シートベルトをしていないことで起
こってしまう悲劇…

・追突時に、フロントガラスで頭部を
強打

・衝突の衝撃で、窓から飛び出して車
外放出

・後部座席から、運転席・助手席に体
当たり

◇チャイルドシートを使用していない
ことで起こってしまう悲劇…

・車が横転する際、身体が固定されて
いないために車内のあちらこちらに
衝突

・衝突の衝撃で、窓から飛び出して社
外放出

・シートベルトの固定がしっかりでき
る年齢・体格ではないので、シート
ベルトの効果が発揮できず負傷

※６歳未満の幼児にチャイルドシートを使用することは、ドライバーの義務です。

シートベルト・チャイルドシートの正しい着用の推進

広報たぶせ No.952

問
社
会
福
祉
協
議
会

☎
53
‐
１
１
０
３

（
11
／
16
～
12
／
15 

受
付
分
）

＊ 

社
会
福
祉
事
業
へ

馬　

島　

中
邑　

一

＊ 

開
店
記
念
日
に
際
し
て

山
口
銀
行
田
布
施
支
店

＊ 

ち
び
っ
こ
ま
つ
りバ

ザ
ー
売
上
げ
を

田
布
施
町
母
子
保
健
推
進
協
議
会

＊ 

香
典
返
し

矢　

蔵　

東　

昌
司
（
母
）
登
美
惠

中　

西　

波
賀
正
一
（
母
）
清
子

砂　

田　

山
中
康
広
（
母
）
孝
子

新　

町　

吉
岡
建
二
（
母
）
チ
ヱ
子

匿
名
１
件

はいはい

２ 日 ( 火 )　鬼の面作り
９ 日 ( 火 )　ひな人形作り
16 日 ( 火 )　身体測定
23 日 ( 火 )　ふれあい遊び

あんよができるまでの赤ちゃん対象

すくすく

19 日 ( 金 )　身体測定
　　　　　　ひな人形作り

H24.4.2 ～ H25.4.1 生まれの 2 歳児対象

よちよち

４ 日 ( 木 )　おにぎりギュッ！
10 日 ( 水 )　調理実習※予約制 10 組限定

18 日 ( 木 )　身体測定
　　　　　   ひな人形作り
25 日 ( 木 )　ふれあい遊び

あんよが上手にできる H25.4.2 以降生まれ対象

赤ちゃんサロン（２月行事） 10:00 ～ 12:00

全員対象

17 日 ( 水 )　リトミック
24 日 ( 水 )　誕生会

問たぶせ保育園　☎53-1012

施設開放 *  *  *

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容　
電
話
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

☎
51
‐
４
０
１
１

　

広
報
12
月
11
日
号
13
ペ
ー

ジ
「
自
治
功
労
で
県
の
選
奨

状
を
授
与
」
で
、
受
賞
者
名

が「
杉
山
清
展
さ
ん
」と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、「
杉
山
精

展
さ
ん
」の
誤
り
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正
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国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
人
全
員
が
加
入
し
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
よ
う
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
て
い
れ
ば
、
老
後

や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
、
ご
家
族
が
亡
く
な
っ
た
と
き

な
ど
に
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
未
納
の
期
間
が

あ
る
と
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
、
保

険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
会
社
な
ど
に
お
勤
め
で

厚
生
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る

人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
学
生
で
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
納
付
が
猶

予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が

あ
り
ま
す
。
学
生
以
外
で
も
、
30
歳

未
満
で
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

制
度
を
利
用
さ
れ
る
際
に
は
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　

・
健
康
保
険
課

　

☎
52
‐
５
８
０
９

・
徳
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
３
４
‐
31
‐
２
１
５
２

　

国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
で

納
入
す
れ
ば
、
金
融
機
関
な
ど
に
行

く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
も
な
い

た
め
便
利
で
す
。
ま
た
、
口
座
振
替

に
さ
れ
た
場
合
は
、
月
々
の
保
険
料

が
割
引
さ
れ
る
早
割
や
、
割
引
額
の

多
い
一
括
前
納
（
６
カ
月
分
、
１
年

分
、
２
年
分
）
が
で
き
る
制
度
が
あ

り
、
大
変
お
得
で
す
。

　

平
成
28
年
度
の
保
険
料
を
口
座
振

替
で
一
括
前
納
す
る
場
合
は
、
２
月

末
日
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

ご
希
望
の
人
は
、
納
付
書
ま
た
は
年

金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を

ご
持
参
の
上
、
ご
希
望
の
金
融
機
関
ま

た
は
役
場
健
康
保
険
課
、
徳
山
年
金
事

務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

・
健
康
保
険
課

　

☎
52
‐
５
８
０
９

・
徳
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
３
４
‐
31
‐
２
１
５
２

　

参
加
企
業
の
採
用
担
当
者
と
、
個

別
ブ
ー
ス
で
面
談
し
ま
す
。

◇
日
時　

２
月
10
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
（
受
付
：
午
後
12
時
30
分
～
）

◇
場
所　

柳
井
ク
ル
ー
ズ
ホ
テ
ル

◇
対
象

　

一
般
求
職
者
お
よ
び
既
卒
者

◇
問
合
せ
先

　

柳
井
地
区
広
域
行
政
連
絡
協
議
会

　

☎
22
‐
２
１
１
１

　

相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
と
…

・
相
続
登
記
を
放
置
し
て
い
る
間
に

さ
ら
に
相
続
が
発
生
す
る
と
、
相

続
人
の
人
数
が
増
え
、
登
記
手
続

き
や
費
用
に
か
か
る
負
担
が
増
加

し
ま
す
。

・
不
動
産
の
売
却
や
ロ
ー
ン
の
設
定

に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

・
所
有
者
と
連
絡
が
と
れ
ず
、
土
地

の
荒
廃
や
災
害
復
旧
お
よ
び
防
災

の
た
め
の
工
事
が
で
き
な
い
な
ど

社
会
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

【 

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？ 

】

【 

20　　
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
加
入
手
続 

】
【 

国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
申
込 

】
【 

柳
井
地
域
合
同
就
職
面
接
会 

】

　

地
域
猫
活
動
の
発
案
者
で
あ
り
、

数
々
の
猫
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
し
て
き

た
横
浜
市
職
員
の
黒
澤
泰
氏
を
講
師

に
迎
え
た
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
テ
ー
マ
は
「
地
域
猫
活
動
を
通

じ
た
地
域
の
絆
づ
く
り
」
で
す
。
地

域
が
協
力
し
て
猫
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決

す
る
方
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

【 

地
域
猫
活
動
に
関
す
る
住
民
学
習
会 

】
　

自
分
の
権
利
を
大
切
に
す
る
と
と

も
に
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
未
来
に
つ
な
が
る
相
続
登
記

を
し
ま
せ
ん
か
？
詳
細
は
、
法
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
未
来
に
つ
な

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

※
申
込
不
要
（
定
員
90
人
）

◇
日
時　

１
月
26
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

◇
場
所　

山
陽
小
野
田
市
民
会
館

　
（
山
陽
小
野
田
市
栄
町
９
‐
25
）

◇
受
講
料　

無
料

◇
問
合
せ
先

　

山
口
県  

生
活
衛
生
課

　

☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
９
７
４
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＊「
広
報
た
ぶ
せ
」の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
53
‐
１
１
０
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

講
習
・
講
座

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
睡
眠
と
心
の

病
に
つ
い
て
で
す
。
体
の
健
康
と
同

様
に
心
の
健
康
も
大
切
で
す
。
不
眠

を
解
消
し
、
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ

た
め
の
秘
訣
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

◇
日
時　

２
月
26
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

◇
場
所

　

高
齢
者
い
き
い
き
館

◇
内
容

　
「
睡
眠
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ

い
て
～
あ
な
た
は
良
く
眠
れ
て
い

ま
す
か
？
～
」

◇
講
師　

町
保
健
師

◇
申
込
期
限

　

２
月
12
日
（
金
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９

◇
日
時　

２
月
14
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午

　
（
受
付
：
午
前
８
時
30
分
～
）

◇
場
所　

熊
毛
公
民
館

◇
内
容

　

成
人
の
心
肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

操
作
な
ど

※
動
き
や
す
い
服
装
で
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
募
集
人
数　

20
人
程
度

◇
受
講
料　

無
料

◇
申
込
方
法

　

消
防
署
に
備
え
付
け
の
申
込
書
を

提
出
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）、
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://119.city.

hikari.lg.jp/info/kyuukyuu.
htm

）か
ら
申
し
込
む

◇
申
込
開
始
日　

１
月
18
日
（
月
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、締
め
切
り
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

　

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部　警

防
課

　

☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
３

　

FAX
０
８
３
３
‐�

74
‐
５
６
１
１

　

障
が
い
に
関
す
る
理
解
促
進
啓
発

事
業
「
つ
な
が
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
始
め
よ
う
～
」

　

映
画
の
上
映
を
は
じ
め
、
療
育
体

験
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
、
楽
し

い
催
し
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
手

作
り
お
菓
子
や
コ
ー
ヒ
ー
の
販
売
も

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

２
月
27
日
（
土
）

　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
４
時

◇
場
所　

ア
ク
テ
ィ
ブ
や
な
い

◇
入
場
料　

無
料

【 

つ
な
が
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

】

【 

健
康
ま
る
ご
と
講
座
（
第
８
回
） 

】

◇
日
時　

２
月
４
日（
木
）

　

午
後
１
時
～
午
後
１
時
30
分

（
受
付
時
間
）

◇
場
所　

西
田
布
施
公
民
館

◇
対
象
者

　

平
成
26
年
４
月
29
日
～
平
成
26
年

８
月
４
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

◇
内
容

　

内
科
診
察
・
歯
科
診
察
な
ど

※
該
当
者
に
は
個
人
通
知
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９

【 

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査 
】

【 

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
３
時
間
） 

】

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

◇
内
容

　

映
画
「
最
強
の
ふ
た
り
」
上
映

（
午
後
１
時
～
午
後
３
時
）、
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
に
よ
る

療
育
体
験
、
事
業
所
に
よ
る
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

作
品
展
示
、
喫
茶
な
ど

※
映
画
上
映
中
の
無
料
託
児
あ
り
ま

す
。（
申
込
期
限
：
１
月
31
日（
日
））

◇
主
催　

柳
井
圏
域
自
立
支
援
協
議
会

◇
後
援　

柳
井
市
、
周
防
大
島
町
、

田
布
施
町
、
平
生
町
、
上
関
町

◇
問
合
せ
・
託
児
申
込
み
先

　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

　

☎
52
‐
２
６
７
８

ぐ
相
続
登
記
」（http://w

w
w

.m
oj.

go.jp/M
IN

JI/m
inji05_00207.

htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

山
口
地
方
法
務
局
柳
井
出
張
所

　

☎
22
‐
１
１
９
８
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催　

し

【 

周
防
大
島
高
校 

福
祉
専
攻
科
生
徒 

】

　

周
防
大
島
高
校
で
は
「
地
域
の
介

護
福
祉
を
支
え
る
先
進
的
な
知
識
と

技
術
を
身
に
つ
け
た
将
来
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
を

目
指
し
た
福
祉
専
攻
科
を
平
成
28
年

４
月
に
開
設
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格　

高
校
等
卒
業
ま
た
は

卒
業
見
込
み
の
人

※
出
身
校
や
年
齢
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◇
選
考
検
査
実
施
日

　

２
月
10
日（
水
）

◇
出
願
期
間

　

１
月
29
日（
金
）～
２
月
４
日（
木
）

◇
検
査
項
目

　

小
論
文
・
個
人
面
接

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
交
流
を
深

め
な
が
ら
活
動
の
輪
を
広
げ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
資
質
向
上
と
一
層
の
推

進
を
図
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

◇
日
時

　

２
月
21
日（
日
）

　

午
後
１
時
～

◇
場
所

　

西
田
布
施
公
民
館

◇
問
合
せ
先

　

田
布
施
歌
謡
同
好
会（
竹
貞
）

　

☎
52
‐
１
３
０
６

【 

田
布
施
歌
謡
同
好
会

第
14　   
回
親
睦
発
表
会 

】
以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

【 

光
高
校
定
時
制
生
徒 

】

◇
第
１
次
募
集
出
願
期
間

　

２
月
22
日（
月
）～
25
日（
木
）

◇
学
力
検
査
日

　

３
月
８
日（
火
）

※
18
歳
以
上
は
小
論
文
で
受
検
で
き

ま
す
。

◇
第
２
次
募
集
出
願
期
間

　

３
月
17
日（
木
）～
25
日（
金
）

◇
第
２
次
募
集
面
接
な
ど

　

３
月
28
日（
月
）

※
見
学
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　

光
高
等
学
校

　

☎
０
８
３
３
‐
72
‐
０
３
４
０

　
「
健
康
な
生
活
習
慣
を
心
が
け
た

い
け
ど
１
人
で
は
続
か
な
い
」
そ
ん

な
人
に
お
す
す
め
の
講
座
で
す
。
生

活
習
慣
を
振
り
返
り
、
参
加
者
同
士

で
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
健
康
へ
の

一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
日
時　

２
月
12
日（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

◇
場
所　

西
田
布
施
公
民
館

◇
内
容

・
講
話

　
「
生
活
習
慣
を
振
り
返
ろ
う
」

　

～
食
事
・
運
動
・
休
養
の
３
本
柱
～

・
調
理
実
習

　
「
野
菜
プ
ラ
ス
１
皿
の
工
夫
」

◇
対
象
者　

健
康
に
関
心
の
あ
る
人

（
男
女
問
わ
ず
）

◇
参
加
人
数　

30
人
程
度

◇
参
加
費　

無
料

◇
持
参
品

　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
・
普
段
食
べ

て
い
る
味
噌
汁
（
塩
分
チ
ェ
ッ
ク

の
た
め
）

【 
健
康
い
き
い
き
！

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
講
座 

】
◇
申
込
期
限　

２
月
５
日
（
金
）

◇
主
催　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
‐
４
９
９
９

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

周
防
大
島
高
校
久
賀
校
舎
入
試
係

　

☎
72
‐
０
０
２
４

【 

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会 
】

ア
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
め
る

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
を
開

催
し
ま
す
。

◇
日
時　

２
月
19
日（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

◇
場
所

　

西
田
布
施
公
民
館　

大
集
会
室

◇
内
容　

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介
、
昼
食

交
流
会
、
講
話
「
地
域
の
こ
れ
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
考
え
る
」

◇
対
象 

　

町
内
在
住
の
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
人

◇
参
加
費　

３
０
０
円

◇
申
込
締
切　

２
月
１
日
（
月
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

田
布
施
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
53
‐
１
１
０
３
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防
府
市
観
光
協
会
副
会
長

黒
川
康
生
氏

・
午
後
３
時
～
午
後
４
時

　

地
域
で
活
躍
す
る
起
業
家
に
よ
る

会
場
一
体
型
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

　
「
明
日
へ
つ
な
ぐ
～
広
げ
よ
う
創

る
楽
し
さ
と
自
立
の
輪
を
～
」

　
〔
パ
ネ
リ
ス
ト
〕

　

小
田
浩
一
郎
氏
（
安
下
庄
海
の
市
）・

大
内
清
香
氏
（
島
の
ひ
み
つ
き
ち
）・

藤
本
雅
史
氏
（
か
み
ゆ
い
処
）・
小
田

佳
希
氏
（
す
み
こ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
工
房
）・
黒

川
康
生
氏（
防
府
市
観
光
協
会
）

　
〔
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〕

　

藤
井
康
弘
氏（
株
式
会
社
く
る
と
ん
）

◇
場
所

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
周
防
大
島
町
小
松
１
３
８
‐
１
）

◇
参
加
費　

無
料

◇
主
催　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

◇
共
催

　

周
防
大
島
町
・
柳
井
市
・
田
布
施

町
・
平
生
町
・
上
関
町

◇
主
管

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
島
ス
ク
エ
ア
プ
ラ
ス

◇
問
合
せ
先

・
大
島
商
船
高
専  

社
会
連
携
係

　

☎
74
‐
５
５
２
４

・
島
ス
ク
エ
ア
起
業
教
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
74
‐
４
８
７
７

はつらつオレンジカフェ（認知症カフェ）を開催します！
　オレンジカフェは、認知症の人やその家族などのつどいの場所です。認知症に関心のある
人はどなたでも、気軽にお立ち寄りください。このカフェは、認知症サポーター（認知症の
支援をするボランティア）などが協力しています。

◇開 催 日　1 月 28 日（木）、2 月 25 日（木）、3 月 24 日（木）
　　　　　　※原則、毎月第４木曜日
◇時　　間　午前 10 時～正午
◇場　　所　高齢者いきいき館
◇対　　象　認知症またはその疑いのある人とその家族の人
　　　　　　認知症予防に関心のある人
◇内　　容　お茶を飲みながらの交流、レクリエーション
　　　　　　認知症の悩み・介護の相談など
◇料　　金　1 回につき 100 円
◇申 込 み　不要
◇問合せ先　田布施地域包括支援センター　☎ 53-1292

広報たぶせ No.952

広
報
の
お
話
　
vol
８

　

今
年
最
初
の
表
紙
は
、
た
ぶ
せ

苑
で
行
わ
れ
た
餅
つ
き
で
す
。

　

餅
つ
き
を
企
画
し
た
城
南
発
展

ク
ラ
ブ
は
主
に
城
南
地
域
の
ま
つ

り
で
活
動
し
て
お
り
、
た
ぶ
せ
苑

で
の
餅
つ
き
は
今
回
で
19
年
目
に

な
り
ま
す
。
発
展
ク
ラ
ブ
の
み
な

さ
ん
は
「
明
日
は
筋
肉
痛
に
な
る

ぞ
！
」
と
笑
い
な
が
ら
も
、
そ
の
た

く
ま
し
い
腕
で
餅
つ
き
に
励
ん
で

い
ま
し
た
。
つ
き
終
わ
っ
た
餅
は

た
ぶ
せ
苑
の
み
な
さ
ん
が
綺
麗
に

丸
め
て
お
り
、
久
し
ぶ
り
の
『
日
本

な
ら
で
は
』
の
風
景
に
、「
こ
う
い

う
機
会
を
若
い
世
代
が
受
け
継
ぎ

残
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
な
」

と
感
じ
ま
し
た
。

　

広
報
で
は
今
後
も
、
町
民
の
み

な
さ
ん
の
努
力
や
功
績
を
で
き
る

限
り
伝
え
て
い
き
ま
す
。
日
本
の

女
子
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
界
の

よ
う
に
、
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
、「
す
ご
い
ね
！
」「
自
分

も
や
っ
て
み
た
い
ね
」
と
興
味
・
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
。
田
布
施
が
誇
る
「
人
」

「
サ
ー
ク
ル
」「
活
動
」「
イ
ベ
ン
ト
」

の
情
報
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

（
申
年
生
ま
れ
で
す
。
広
報
担
当
）

【 

島
ス
ク
エ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６ 

】

　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
起
業
家
の

育
成
を
通
し
て
、
地
域
活
性
化
を
目

指
す
平
成
27
年
度
島
ス
ク
エ
ア
事
業

の
取
り
組
み
を
報
告
し
、
地
域
の
課

題
を
確
認
し
今
後
を
展
望
し
て
い
き

ま
す
。

◇
日
時
・
内
容

　

２
月
７
日
（
日
）

・
正
午
～
午
後
１
時

　

修
了
生
事
業
プ
ラ
ン
展
示
・
試
作

品
紹
介
、
過
年
度
修
了
生
事
業
紹

介
・
展
示
・
即
売

・
午
後
１
時
～
午
後
１
時
30
分

　

開
会
行
事
、
事
業
報
告

・
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
20
分

　

修
了
生
事
業
プ
ラ
ン
発
表

　

富
士
光
弘
治
氏
（
シ
ー
ボ
ー
ン

ア
ー
ト
教
室
）・
岡
本
文
夫
氏（
新

た
な
民
宿
へ
の
道
）・
笠
原
隆
史

氏（
三
蒲
に
か
が
や
く
店
づ
く
り
）

・
午
後
２
時
20
分
～
午
後
２
時
50
分

　

基
調
講
演

　
「
自
立
し
た
地
方
を
目
指
し
て
」
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人口と世帯

… 人口 …
15,753  人

（増減－ 12 人）

… 男 …
7,489  人 

… 女 …
8,264  人 

… 世帯 …
7,006 世帯

（12 月１日現在）

１月の納期

１月・２月

休日・夜間納税（相談）窓口

◇納付場所　  町役場１階 税務課窓口

◇対象および内容の問合せ先

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）
　１月 31 日（日）　２月 28 日（日）

■平日夜間納税（相談）窓口（～ 20:00）
　１月 29 日（金）　２月 29 日（月）

　滞納が続くと、納期から本税（料）
納付までの経過日数に応じて延滞金が
加算されます。督促手数料や延滞金を
含めて完納とならない場合、滞納処分
を受けることになります。
　やむを得ず納期限までに納付できな
い事情のある人などの納付に関する相
談もお受けします。

　町県民税・固定資産税・軽自動車税
　　　　　　………税　務　課　　☎ 52-5804
　国民健康保険税
　後期高齢者医療保険料・介護保険料
　　　　　　………健康保険課　　☎ 52-5809
　保育料および児童クラブ保育料
　　　　　　………町民福祉課　　☎ 52-5810
　町営住宅使用料および駐車場使用料
　　　　　　………建　設　課　　☎ 52-5807

　下水道受益者負担金
　　　　　　………建　設　課　　☎ 52-5817

○町県民税　 　　　　　　　　（４期）
○国民健康保険税・介護保険料
　後期高齢者医療保険料	 （７期）

　たすき渡し　 　応援を受けて　

　フィニッシュ　

2016　１/ ８号　●印刷所　キッショウ株式会社 本紙は環境にやさしい再生紙を使用しています。

　12 月 13 日（日）、『田布施町合併 60 周年
記念  第 51 回田布施町内一周駅伝競走大会』
が行われました。出場した全 46 チームは、全
長 20.3㎞のコースでたすきをつなぎました。
　駅伝募金にご賛同くださった皆さん、大
会をサポートしてくださった役員およびボ
ランティアの皆さん、ありがとうございま
した。

■チーム成績 （小学生 ･ ２部…11 区間、１部…６区間）

たすきをつなぐ 田布施町合併 60 周年記念
第 51 回田布施町内一周駅伝競走大会

中学生１部
（８チーム）

１位　陸上部Ａ 1°06’55”
２位　軟式野球部Ａ 1°17’45”
３位　軟式野球部Ｃ 1°21’44”

一般１部
（４チーム）

１位　ＪＥ３ 1°20’40”
２位　ＴＡＣ 1°20’46”
３位　東消防署 1°21’08”

小学生の部
（17 チーム）

１位　西小 A 1°15’44”
２位　東小金声 1°15’58”
３位　城南ホタル 1°17’06”

中学生２部
（６チーム）

１位　陸上部短距離Ｂ 1°13’44”
２位　陸上部短距離Ａ 1°25’32”
３位　女子バレーボール部 1°29’35”

高校生２部
（２チーム）

１位　熊毛南高校陸上部 1°13’21”
２位　熊毛南高校陸上部Ｂ 1°28’26”

一般２部
（９チーム）

１位　田布施町役場 1°18’07”
２位　ＴＡＣ 1°18’17”
３位　神和工業 1°21’04”

　スタート　
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☎ 0820-52-5803
　0820-53-0140

２月のカレンダー
省
略
文
字

●中公：中央公民館　　　●西公：西田布施公民館　●東公：東田布施公民館
●郷公：麻郷公民館　　　●城公：城南公民館　　　●里公：麻里府公民館
●いきいき：高齢者いきいき館　 ●麻福：麻郷福祉会館　　●中学：田布施中学校

FAX

HP　　http://www.town.tabuse.lg.jp
E-mail  kikakuzaisei@town.tabuse.lg.jp

● 編集・発行　田布施町役場　総務企画課  企画係
　〒 742-1592   山口県熊毛郡田布施町大字下田布施 3440 番地 1

【心】

１
（月）

■育児相談　10:00 ～ 11:00（西公）
■魅力再発見ウォーキング　8:30 ～ 10:30（郷公）

16
（火）

２
（火）

■健康・栄養相談　10:00 ～ 11:30（いきいき）
■思い出の写真パネル展　9:00 ～ 16:30（郷土館）（1/22 ～ 2/28）

17
（水）

■保健センター開放日　10:00 ～ 12:00（西公）

３
（水）

■４か月児相談　10:00 ～ 10:30（西公）
■５歳児相談　13:30 ～（西公）

18
（木）

４
（木）

■ 1.6 歳児健診　13:00 ～ 13:30（西公） 19
（金）

■両親学級　10:00 ～ 13:30（西公）

５
（金）

■育児相談　10:00 ～ 11:00（西公） 20
（土）

６
（土）

21
（日）

■教育委員会表彰式　10:00 ～ 12:00（中公）

７
（日）

22
（月）

■魅力再発見ウォーキング　8:30 ～ 10:30（郷公）

８
（月）

23
（火 ）

■育児サークル　10:00 ～ 12:00（西公）

９
（火）

24
（水）

■育児サークル　10:00 ～ 12:00（東公）
■こころの相談　13:30 ～ 15:00（いきいき）

10
（水）

■両親学級　10:00 ～ 11:30（西公）
■天体教室　19:00 ～ 21:00（中学）

25
（木）

■離乳食教室　10:00 ～ 11:30（西公）
■育児サークル　10:00 ～ 12:00（郷公）

11
（木）

26
（金）

■育児サークル　10:00 ～ 12:00（城公）
■健康まるごと講座　13:30 ～ 15:00（いきいき）

12
（金）

■健康いきいき！ヘルスアップ講座
　10:00 ～ 13:30（西公）

27
（土）

■いちごまつり　8:30 ～ 14:00（地域交流館）

13
（土）

28
（日）

14
（日）

29
（月）

15
（月）

　 【オ】はつらつオレンジカフェ　（17 ページ参照）

柳 井 川

区分 診療日 診療時間

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15 日）
年末年始（12 月 30 日～１月３日）
※これらの日の夜間診療はありません。

午前９時～正午
（受付 午前 11 時 30 分まで）
午後１時～午後５時

（受付 午後４時 30 分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません。

午後７時～午後 10 時
（受付 午後９時 30 分まで）

休日夜間応急診療所
（柳井市中央１- ５- ３）

●連絡先（診療時間内）

☎ 22-9001

【困】 今月の困りごと相談
日時 ２月 22 日（月）
　　  午前 10 時～午後３時
場所 中央公民館１階和室
 問　町民福祉課 ☎ 52-5811

【心】 心配ごと相談
日時 毎週月曜日
　　 午前 10 時～正午

（祝日・困りごと相談日を除く）

場所 町社会福祉協議会
 問　☎ 53-1103

【介】 介護よろず相談
日時 第２木曜日
　　 午前 10 時～午前 11 時
場所 高齢者いきいき館
 問　地域包括支援センター
  　　☎ 53-1292

【法】 弁護士無料法律相談
日時  ２月 17 日（水）
　　  午前９時～
場所 町役場１階保健室
 問 町民福祉課 ☎ 52-5811
※電話による完全予約制(先着順)

【心】

【困】

【介】

【心】

【心】

【オ】

【心】

【法】
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